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隔年交互結実栽培の遊休年における堆肥多量施用法

［要約］隔年交互結実栽培法の遊休年において、完熟牛フン堆肥を多量に施用することで土壌

の物理性が改善され、細根の発生量が増加し、その活性も高まる。また、収量・品質も向上す

る。
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［背景・ねらい］

隔年交互結実栽培法の遊休年においては、着果させないため窒素の遅効きの弊害が少なく、土

壌管理法として有機物の多量施用が可能と考えられる。そこで、遊休年における完熟牛フン堆肥

の多量施用が細根の発生とその活性に及ぼす影響について明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．遊休年に 当たり堆肥８ｔを施用することで固相が減少し、気相が増加して改善効果があ10a
る。また、堆肥４ｔ区も土壌硬度が低下し、膨軟になることから４ｔ施用でも改善効果はある

（表１ 。）

２．土壌の無機態窒素量は、堆肥４ｔ区が４月に多く、堆肥０ｔ区が１１月に多いが、５月から

１０月までは同程度である（図１ 。）

３．８月以降の細根発生量は堆肥の施用量に応じて多くなる（表２ 。）

４．細根の活性は堆肥の施用によって高まる（表２ 。）

５．収量は堆肥の施用によって多くなる（表３）

６．果皮歩合や糖度は堆肥の施用によって向上する（表３）

［成果の活用面・留意点］

１．堆肥はマルチ的効果による細根の発生を考慮して、隔年交互結実栽培法では遊休年の５月ま

でに施用する。

２．現実的には４ｔの施用を２年に一度行うことで効果が期待できる。

３．根の生長を阻害するような未分解の有機物は施用しない。
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